
番号 時 　 間 氏　　　　　名 分野(研究室)

8：50～ 開　　　　　会

1 8：55～ 安　齋　恵利華 影響(柳原) 庄内海岸における地形変化がハマニンニクの生態に及ぼす影響

2 9：10～ 伊　藤　優　美 情報(野堀) 年輪幅情報による楽譜の作成に関する研究
－変換方法とメロディーの持つ特徴について－

3 9：25～ 井　部　和　晴 生態(林田) 鳥海山の斜面方位で異なるブナとミズナラの標高にともなう形態変異

4 9：40～ 河　合　　　圭 生態(大谷) 海岸前縁部にある植栽後３７年経過したネムノキの生育状況

5 9：55～ 菊　池　裕　介 林政(菊間) 農林家の経営実態と提案型集約化施業の課題―山形県鶴岡市関根集落の事例―
6 10：10～ 佐々木　　　唯 利用(高橋) スギ瘤病罹病部の抽出成分

10：25～ 休　　　　　憩

7 10：35～ 倉　重　朋　恵 生態(林田) ヒヨドリの秋の渡りが海岸林を経路とする要因と植生に及ぼす影響

8 10：50～ 小　菅　拓　麻 林政(菊間) 震災被災地における工務店経営の特徴と課題―新潟県長岡市の事例―
9 11：05～ 斎　藤　明　大 情報(野堀) 森林内での２音源の音の干渉に関する研究

10 11：20～ 坂　尾　民　恵 影響(柳原) 月山ダム中の平地区におけるイタチハギの侵入状況

11 11：35～ 佐　藤　衣　里 生態(林田) ギフチョウ属混生地における食草２種の分布と生育環境

12 11：50～ 佐　藤　祐　介 文化(神田) 民話における森林と人々との関わり
－『県別ふるさとの民話』より－

12：05～ 昼　食　休　憩

13 13：00～ 坂　本　康　幸 影響(柳原) ハマゴウによる海岸緑化試験に関する一考察
－クラゲを土壌改良材として用いた場合－

14 13：15～ 佐々木　達　哉 情報(野堀) キタゴヨウの肥大成長と気象要素との関係について

15 13：30～ 庄　司　陽　一 林政(菊間) 狩猟業に携わる山村生活者の現状―山形県鶴岡市旧朝日村の事例―
16 13：45～ 髙　橋　茉　莉 生態(大谷) ニセアカシアに対する巻き枯らしの効果的な方法および萌芽抑制に

ついて

17 14：00～ 久　末　麻　由 影響(柳原) クロマツ林整備による環境条件の違いがショウロに及ぼす影響

18 14：15～ 大　橋　徹　也 利用(高橋) マツ針葉抽出成分の種間相違
14：30～ 休　　　　　憩

19 14：40～ 武　山　淳　子 情報(野堀) 自己相似を用いたブナ幼樹の樹形のモデル化に関する研究

20 14：55～ 都　野　希　一 林政(菊間) 農山漁村集落の就業構造と業種別協同組合利用の実態―山形県鶴岡市小岩川地区の事例―
21 15：10～ 寺　林　美　音 文化(神田) アイヌ民族の木製生活用品における現状と継承

22 15：25～ 福　島　俊　則 生態(大谷) 赤川河口開削斜面に植栽された若齢クロマツの主軸の成長について

23 15：40～ 峯　﨑　郁　実 生態(林田) 糞内容物からみた中・大型哺乳類によって散布される種子とその果実の
形態的特徴

24 15：55～ 吉　見　太　一 影響(柳原) 防浪砂堤周辺部の地形と砂草の植生分布
16：10～ 休　　　　　憩

25 16：20～ 石　井　　　宏 影響(柳原) 庄内海岸におけるコウボウムギ両性株の発生状況について
－湯野浜海岸と浜中海岸を対象として－

26 16：35～ 水　野　督　子 利用(高橋) スギ心材香気成分について

27 16：50～ 久保畠　勇　輝 情報(野堀) 山形県金山町の高齢人工林の構造に関する研究
17：05～ 講　　　　　評
17：10～ 閉　　　　　会
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